
HPVワクチンの安全性について

HPVワクチンは、2009年に日本で初めて承認され、
2013年に国の定期予防接種となりました。しかし、
ワクチン接種が開始されて数カ月で、接種後の全
身性の疼痛や歩行障害が疑われ、新聞各社や全
国ニュースでも大きく報道され、ワクチン接種率は
全体の1%を下回る事態となりました。

その間も、世界ではHPVワクチン接種が広く普及
しました。先進国でも日本がダントツで接種率が低
い状況が続き、防げるはずの子宮頸がんを予防で
きていない時期がありました。

この事態を重く受け止め、日本産婦人科学会と厚
生労働省が連携し、ワクチンによる副作用の検証を
繰り返し行いました。その結果、報道されていたよう
な症状は、ワクチン接種と関係がないことが証明さ
れました。（新型コロナワクチンやインフルエンザワ
クチン等と同様の安全性です）

このような背景もあり、先進諸国では子宮頸がん
は減少傾向にありますが、日本ではまだ発症率は
横ばいとなっています。適齢でワクチンを接種でき
なかった世代に、2022年から2025年の間でキャッチ
アップ接種も実施されました。

1人でも子宮頸がんに悩まされる女性を減
らしたい、その思いで当院でもHPVワクチン

接種を強く推奨しています。不安や質問な
どありましたら、いつでも当院へご相談下さ
い。

院長



参考

2019年の先進諸国のHPVワクチン接種率
MSD製薬: https://MSDconnect.jp

ワクチンについての詳細な情報や、リーフレットのダウンロードができ
ます。
詳しくは厚生労働省ホームページから https://www.mhlw.go.jp
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